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倭
名
類
取
水
抄
の
板
本
に
つ
い
て

l:究、
主久

雅

宮

j畢

倭
名
類
緊
抄
の
板
本
に
は
三
類
あ
る
。
大
字
本
、
小
字
本
、
享
和
本
の
三
つ
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
享
和
本
は
十
巻
本
の
尾
張
本
の
模
刻

で
あ
り
、
別
途
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
百
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
。
大
字
本
・
小
字
本
は
い
ず
れ
も
、
二
十
巻
本
の
元
和
古
活
字
本
を
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元
に
し
た
整
版
本
で
あ
り
、
倭
名
類
粟
抄
の
諸
本
・
本
文
研
究
に
と
っ
て
、
古
活
字
本
の
本
文
以
上
に
出
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、

一
応
、
倭
名
類
緊
抄
諸
本
の
一
端
を
占
め
る
も
の
で
は
あ
り
、
江
戸
時
代
に
は
準
拠
す
べ
き
本
と
し
て
流
布
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
相

応
の
整
理
・
記
述
を
し
て
お
く
こ
と
は
必
要
で
あ
ろ
う
。

倭
名
類
緊
抄
板
本
に
つ
い
て
従
前
の
記
述
・
言
及
を
見
る
と
、
狩
谷
被
斎
の
『
筆
注
倭
名
類
衆
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

巻
尾
題
云
、
慶
安
元
戊
子
歳
霜
月
吉
辰
新
刊
、
蓋
坊
刻
也
、
是
本
依
活
字
本
重
刊
、
而
有
二
一
校
改
、
重
刊
之
際
、
亦

不
免
誤
脱
、
又
有
題
寛
文
丁
未
歳
仲
秋
日
村
上
某
刊
行
者
、
或
題
大
坂
心
驚
橋
漉
川
某
版
者
、
皆
書
佑
轄
購
印
版
者
、
嘗
時
所
改
題
、

非
重
彫
者
也
、
又
有
小
字
版
本
、
巻
尾
題
云
、
寛
文
十
一
孟
冬
洛
陽
書
林
積
徳
堂
開
版
、
又
有
題
貞
享
五
戊
辰
年
暮
秋
吉
辰
神
雛
銅

刻
板
本
二



倭
名
類
家
抄
の
板
本
に
つ
い
て

舵
坊
書
瞳
村
上
平
楽
寺
重
梓
、
是
亦
依
慶
安
版
本
重
刻
者
、
耐
去
毎
巻
首
子
目
、
開
巻
先
知
其
非
奮
貫
、
西
土
坊
刻
之
書
、
間
亦
有

是
類
、
(
板
本
に
は
二
種
あ
る
、
第
一
種
(
大
字
本
)
は
、
-
(
慶
安
版
)
巻
尾
に
「
慶
安
元
戊
子
歳
:
:
:
」
の
刊
記
が
あ
る
も
の
|
|

恐
ら
く
坊
刻
で
あ
ろ
う
。
古
活
字
本
に
よ
る
重
刊
で
、
若
干
の
校
改
が
あ
り
、
ま
た
誤
脱
し
て
い
る
所
も
あ
る
ー
ー
と
、

2
(寛
文

版
)
「
寛
文
丁
未
歳
:
:
:
」
の
刊
記
が
あ
る
も
の

l
!
村
上
某
刊
行
の
も
の
と
大
坂
心
膏
橋
濯
川
某
の
版
と
あ
り
|
|
と
が
あ
る
。
寛

文
版
は
い
ず
れ
も
版
木
を
買
い
取
っ
て
刊
記
だ
け
改
め
て
印
行
し
た
も
の
で
、
彫
り
直
し
た
も
の
で
は
な
い
。
第
二
種
(
小
字
本
)

は
(
寛
文
版
)
「
寛
文
十
一
:
:
:
」
の
刊
記
の
あ
る
も
の
と
、

2

(
貞
享
版
)
「
貞
享
五
戊
辰
年
:
:
:
」
の
刊
記
の
あ
る
も
の
と
が
あ

る
。
小
字
本
は
大
字
本
の
慶
安
版
に
よ
っ
て
彫
り
直
し
た
も
の
で
、
各
巻
回
目
頭
の
目
録
を
省
い
て
お
り
、

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
西
土
坊
刻
の
書
に
は
こ
の
手
の
物
が
多
い
。
)

一
見
し
て
旧
態
を
失
っ
て
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す
な
わ
ち
、
二
種
の
版
木
が
あ
り
、
大
字
の
慶
安
版
、
寛
文
村
上
版
、
寛
文
渋
川
版
、
小
字
の
寛
文
積
徳
堂
版
、
貞
享
村
上
版
の
五
種

に
言
及
し
て
い
る
。

一
九
七
二
年
の
『
国
書
総
目
録
』
で
は
和
名
類
緊
抄
の
板
本
と
し
て
慶
安
元
年
版
二
一
本
、
万
治
二
年
版
二
一
本
、
寛
文
七
年
版
三
四

本
、
寛
文
十
一
年
版
一
九
本
、
貞
享
五
年
版
一
八
本
、
嘉
永
四
年
版
一
本
、
刊
年
不
明
五

O
本
を
挙
げ
て
い
る
。

一
九
七
八
年
の
中
田
祝
夫
氏
「
和
名
抄
関
係
事
項
略
年
表
(
稿
)
」
で
は
、
板
本
関
係
の
記
述
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

慶
安
元
年
ご
六
四
八
)

十
一
月
、
元
和
三
年
古
活
字
版
を
整
版
覆
刻
。

万
治
二
年
(
一
六
五
九
)

九
月
、
元
和
三
年
古
活
字
本
に
よ
り
て
整
版
覆
刻
(
二
十
巻
本
)
。



寛
文
七
年
(
一
六
六
七
)

慶
安
元
年
版
本
を
再
印
。

寛
文
十
一
年
(
一
六
七
こ

伊
勢
、
中
西
信
慶
蔵
本
を
刊
行
。
小
字
(
二
十
巻
本
、
残
欠
を
十
巻
本
に
て
補
入
)
。

村
上
平
楽
寺
版
刊
行
(
慶
安
版
の
巻
首
の
目
録
を
削
り
覆
刻
)
。

貞
享
五
年
(
一
六
八
八
)

右
の
記
述
は
社
撰
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
慶
安
版
は
古
活
字
本
の
「
覆
刻
L

と
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
重
刊
」
の
意
に
用
い
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
安
版
は
古
活
字
本
を
も
と
に
し
た
新
刻
十
行
十
七
字
本
で
あ
っ
て
、
古
活
字
本
(
九
行
十
六
字
本
)
を
そ
の
ま
ま

「
覆
刻
・
か
ぶ
せ
彫
り
」
に
し
た
の
で
は
な
い
。
万
治
版
も
古
活
字
本
の
覆
刻
と
な
っ
て
い
る
が
、
実
際
は
、
慶
安
版
と
同
一
版
木
に
よ
る

再
印
で
あ
る
。
ま
た
万
治
版
の
み

三
十
巻
本
)

と
こ
と
さ
ら
に
明
記
す
る
の
も
不
審
。
寛
文
十
一
年
版
に
つ
い
て
の
記
述
に
は
絶
句
。

印
で
あ
る
。
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実
際
は
慶
安
版
を
も
と
に
し
た
新
刻
十
三
行
二
十
二
字
本
で
あ
る
。
貞
享
版
を
慶
安
版
の
覆
刻
と
す
る
が
、
実
際
は
寛
文
十
一
年
版
の
再

一
九
八
七
年
に
高
梨
信
博
氏
は
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
の
寸
倭
名
類
緊
紗
解
題
L

で
慶
安
版
と
寛
文
村
上
版
・
寛
文
渋
川
版
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

寛
文
七
年
版
に
は
、
:
:
:
渋
川
清
右
衛
門
刊
本
と
村
上
勘
兵
衛
刊
本
の
二
種
類
が
存
在
す
る
。
こ
の
二
種
類
は
同
じ
版
木
に
よ
っ

て
い
る
が
、
巻
二
十
の
巻
末
、
第
二
十
五
丁
か
ら
第
二
十
八
丁
ま
で
の
四
葉
は
別
版
木
で
あ
る
。
.

つ
ま
り
寛
文
七
年
版
『
倭
名
類
緊
紗
』
は
慶
安
元
年
版
の
後
刷
本
で
あ
り
、

そ
の
な
か
で
も
、
渋
川
清
右
衛
門
刊
本
は
村
上
勘
兵

衛
刊
本
に
つ
ぐ
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
思
疎
抄
の
板
本
に
つ
い
て

一
九
八
九
年
に
不
破
浩
子
氏
は
『
塞
注
倭
名
類
緊
抄
の
研
究

序E

で
大
字
の
慶
安
版
、
万
治
中
村
版
、
寛
文
村
上
版
、
寛
文
渋

川
版
、
同
秋
田
屋
発
党
版
、
同
銭
屋
版
、
小
字
の
寛
文
積
徳
堂
版
、
貞
享
村
上
版
、
無
年
記
渋
川
版
、
明
治
秋
田
屋
発
行
版
の
一

O
種
を

挙
げ
、
慶
安
版
は
「
古
活
字
本
に
、
他
本
に
よ
り
加
候
し
、
或
は
脱
保
し
て
、
整
版
出
版
し
た
も
の
」
で
あ
り
、
万
治
版
以
下
銭
屋
版
ま

で
は
「
そ
の
版
木
を
扱
う
書
瞳
が
変
わ
っ
た
だ
け
で
同
一
版
木
に
よ
る
重
版
」
、
寛
文
積
徳
堂
版
は
寸
各
巻
頭
の
目
次
を
耐
り
、

は
じ
め
に

総
目
録
を
附
し
て
、
内
容
は
変
え
や
す
、
細
字
に
し
て
、

コ
ン
パ
ク
ト
化
を
は
か
っ
た
」
も
の
で
、
貞
享
版
以
後
は
こ
れ
と
同
一
版
木
で
あ

る
と
し
て
い
る
。

一
九
九

O
年
の
『
古
典
籍
総
合
目
録
』
で
は
万
治
二
年
版
三
本
、
寛
文
七
年
版
九
本
、
寛
文
十
一
年
版
三
本
、
貞
享
五
年
版
三
本
、
明

治
二
年
版
二
本
、

そ
の
他
一
六
本
が
挙
が
っ
て
い
る
。

80-

以
上
の
諸
記
述
を
ま
と
め
れ
ば
、
大
字
本
に
は
慶
安
版
(
古
活
字
本
に
基
づ
く
新
刻
)
、
万
治
中
村
版
(
以
下
重
印
)
、
寛
文
村
上
版
、

寛
文
渋
川
版
(
一
部
改
刻
)
、
同
秋
田
屋
発
免
版
、
同
銭
屋
版
の
六
種
、
小
字
本
は
寛
文
積
徳
堂
版
(
慶
安
版
に
基
づ
く
新
刻
)
、
貞
享
村

上
版
(
以
下
重
印
)
、
渋
川
版
、
嘉
永
版
、
明
治
秋
田
屋
発
行
版
の
五
種
が
数
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
倭
名
類
緊
抄
の
板
本
出
版
の
お
お

よ
そ
の
流
れ
は
こ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
以
下
こ
の
流
れ
に
沿
っ
て
、
実
物
ま
た
は
写
真
で
披
見
に
及
ん
だ
諸
本
を
分
類
整
理
し
よ
う
と
思

つ。
板
本
倭
名
類
緊
抄
で
現
在
ま
で
に
実
物
を
披
見
し
た
も
の
は
五
四
本
、
写
真
、

フ
ィ
ル
ム
、
影
印
等
に
よ
っ
て
確
認
し
た
も
の
は
三

O

本
、
都
合
八
四
本
を
刊
記
、
奥
付
書
臨
時
、
見
返
し
年
記
な
ど
に
よ
り
以
下
の
よ
う
に
分
類
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。



大
字
本

大
字
本
は
内
容
的
に
は
一
部
増
補
は
あ
る
も
の
の
、
大
体
は
古
活
字
本
を
引
き
継
い
で
、
序
ー
題
倭
名
紗
|
凡
例
|
本
文
か
ら
成
っ
て

い
る
。
古
活
字
本
は
全
面
九
行
十
六
字
詰
に
組
ん
で
あ
る
が
、
大
字
本
は
序
の
み
八
行
十
四
字
詰
で
、
他
は
十
行
十
七
字
詰
で
あ
る
。
古

活
字
本
は
漢
字
の
み
の
白
文
で
あ
る
が
、
大
字
本
は
詳
密
な
訓
点
が
施
さ
れ
て
い
る
。
丁
数
は
序
回
丁
、
題
倭
名
紗
三
丁
、
凡
例
一
丁
、

巻
一
が
一
七
丁
、
巻
二
が
一
九
丁
、
巻
三
が
二
四
丁
、
巻
四
が
一
五
丁
、
巻
五
が
二
四
丁
、
巻
六
が
三

O
丁
、
巻
七
が
二
二
丁
、
巻
八
が

二
O
丁
、
巻
九
が
二
一
丁
、
巻
十
が
一
七
丁
、
巻
十
一
が
一
六
丁
、
巻
十
二
が
二
四
丁
、
巻
十
三
が
二
ハ
丁
、
巻
十
四
が
一
八
丁
、
巻
十

五
が
一
四
丁
、
巻
十
六
が
二

O
丁
、
巻
十
七
が
二
一
丁
、
巻
十
八
が
二

O
丁
、
巻
十
九
が
二
五
丁
、
巻
二
十
が
二
八
丁
、
総
計
四
一
九
丁

で
あ
る
。
匡
廓
は
四
周
双
辺
、
竪
凹
醐
×
横
削
阻
(
巻
一

1
オ
内
距
)
、
柱
刻
は
、

上
下
黒
魚
尾
・
黒
口
、
「
和
名
序

(1四)」

「
題
和
名

(1一
一
一
)
」
「
和
名
凡
例

一
」
「
和
名
巻
之
一

十
七

L
i「
和
名
巻
之
廿

廿
八
L

の
形
式
を
と
る
。

81-

以
下
、
大
字
本
の
刷
り
の
比
較
は
、
巻
一

1
ォ
、
巻
三

7
ウ
、
巻
九
1
ォ
、
巻
十
六
日
ォ
、
巻
十
九
2
ウ
、
巻
二
十
部
オ
、
巻
二
十
部

ウ
の
七
面
に
つ
い
て
の
み
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

が
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
題
接
は
複
廓
で
「
和
名
類
取
水

慶
安
元
市
暦
霜
月
吉
辰

新
刊

-
慶
安
版

慶
安
版
は
慶
安
元
年
の
刊
記
を
も
つ
も
の
で
、
巻
二
十
土
木
尾

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終

紗
〔
一
二
〕

L
i「
和
名
類
緊
紗
〔
十
九
二
十
〕
」
の
形
式
で
(
模

写
図
5
)
、
竪
胤

m
×
横
辺
町
各
冊
左
肩
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
取
県
抄
の
板
本
に
つ
い
て

図

大
字
本
巻
第
一
自
国
頭

図

寛
文
渋
川
版
刊
記
(
北
海
道
大
学
蔵
本
)

一高官烹一一一元官l

郎 zzi芸品記
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終 同料相]平

末
尾

慶
安
版
後
刷
刊
記

図

奥
付
・
秋
田
屋
発
行

図

詩

画

号変

-i'f 

d
r
a

毒
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a

須
一
床
屋
一
茂
兵
衛

吋

手

ヨ

山

成

度

低

兵

衛

問
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支
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ヨ
ネ
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屋
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衛

2632E
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t
-
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円
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裁
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叶
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酎
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仔
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川
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川

崎

車
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町
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屋

喜
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時

昇

平

日

明

非

同

大

二

郎
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事
事
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3
8

秋

田

径

市

兵

衛

拡

慶
安
元
刊
一
麿
霜
月
一
吉
市
川

新
子IJ

害

穿



日
引
剣
豪
一
鉄
一
一
一

同

凶

げ

し

一
和
名
、
類
別
例
刻
」

同
開
岡
山

副
刻
刻
刻
洲
引
」

北
大
文
学
部
紀
要

一
回
同
問
料
い
一

回
同
問
問

問
問
倒
閣

J
刻
刻
刻
剣
司
リ
」

羽
刈
刺
刻
洲

i斗
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倭
名
類
聴
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

慶
安
版
は
刷
り
の
先
後
に
よ
り
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

a
慶
安
版
・
先
刷

先
刷
は
二
巻
、
ず
つ
を
一
冊
と
し
全
十
冊
、
大
き
さ
約
加
叩
×
約
加
側
、
厚
さ
約
日

1
臼
聞
で
あ
る
。
表
紙
は
無
地
濃
褐
色
、
先
刷
り

は
次
の
四
本
を
確
認
し
た
。

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
亀
田
文
庫
本

∞
E
.
N
冨
邑
仏
当

O
多
和
文
庫
蔵
西
山
本

7 

3 

国
文
学
研
究
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

mim--
(
紙
焼
写
真
K
加
)
に
よ
る
、

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
稲
葉
本

m
m

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
不
忍
文
庫
本
特

ωl叩
巻

十

七

1
巻
廿
を
欠
き
、
四
巻
、
ず
つ
四
冊
と
す
る
が
、
元
の
二
巻
、
ず
つ
冊
を

改
装
し
た
も
の
、
刊
記
部
分
(
巻
二
十
)
を
欠
く
が
、
刷
り
の
状
況
か
ら
慶
安
版
先
刷
と
判
断
し
た
。
無
地
小
豆
色
の
替
表
紙
、
第

一
冊
は
手
書
一
貼
題
接
、
第
二
冊
以
下
は
朱
筆
直
書
外
題
、

84-

b
慶
安
版
・
後
制

後
刷
は
図
6
に
示
す
よ
う
な
欠
落
が
見
ら
れ
る
。
刊
記
・
大
き
さ
・
題
第
は
先
刷
と
同
じ
。

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
内
山
本

D
m
担
十
冊
(
三
冊
に
映
状
合
綴
)
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
厚
さ
印
阻

五
冊
(
も
と
十
冊
を
改
装
し
た
も
の
か
)
、
無
地
暗
褐
色
原
表
紙
、
題
護
は
先
刷
と
同
じ
、
た
だ
し
元
の
第
一
・
二
・

O
上
総
舎
蔵
本

四
・
五
冊
に
二
一
一
」
・
「
五
六
」
・
「
十
三
十
四
」
・
「
十
七
十
八
」
を
使
用
。
第
三
冊
目
は
題
答
無
し
、
厚
さ
日
阻



。
こ
の
他
に
各
種
目
録
類
に
よ
り
、
以
下
の
慶
安
版
の
所
在
が
確
認
さ
れ
る
。
先
刷
・
後
刷
の
別
は
不
明
で
あ
る
。

宮
内
庁
書
陵
部
二
本
、
神
宮
文
庫
、
天
理
図
書
館
、
無
窮
会
神
習
文
庫
、
牧
野
植
物
園
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
、
神
戸
大
学
住
田
文

庫
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
三
本
、
兵
庫
県
立
篠
山
鳳
鳴
高
等
学
校
青
山
文
庫
、
村
野
文
庫
、
金
沢
文
庫
、
京
都
外
国
語
大
学
、

O
大
和
文
華
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
本

0
l
m
i
m
資
料
館
マ
イ

ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。
改
装
三
冊
(
原
装
不
詳
)
、
題
第
は

慶
安
版
の
「
二
一
」
を
第
一
冊
に
、
寸
七
八
」
を
第
二
冊
に
、
「
十
三
十
四
」
を
第
三
冊
に
用
い
る
、

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
記
録
局
本
捌

im
第
一
冊
は
題
簸
無
し
、
厚
さ
日
脚

O
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫
本
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
加

1
・
3

8
に
よ
る
。
巻
五

1
二
十
の
十
六
巻
存
、
但
し
巻
一
四

は
小
字
本
(
寛
文
積
徳
堂
版
)
で
補
い
、
巻
一

1
五
を
第
一
冊
、
巻
六

1
八
を
第
二
、
以
下
回
巻
ず
つ
一
冊
と
し
、
都
合
五
冊
、
題

2
万
治
中
村
版

万
治
版
は
、
慶
安
版
の
刊
記
を
削
り
、
下
の
よ
う
に
し
た
も

の
で
あ
る
。
慶
安
版
後
刷
に
比
し
て
、
欠
落
が
少
し
増
え
て

い
る
(
図
7
)
。
大
き
さ
約

m
m×
約
加
側
、
表
紙
は
無
地
藍

色
、
題
援
は
慶
安
版
と
同
じ
。

第
は
第
三
冊
に
の
み
原
題
簸
あ
り
、

北
大
文
学
部
紀
要

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終

寓
治
武
己
亥
九
月
吉
辰
中
村
長
兵
衛
刊

85 



倭
名
類
爽
抄
の
板
本
に
つ
い
て

図
B

右
慶
安
版
先
刷
・
左
間
後
刷

η

孔
也
口
五
腕
m

w

孔
叫
ゆ
か
白
勝

ノ

ー

~

耳打
札
W
H抽

W
，M

え

軒
丸
γ
町
二
之

第第→虚万世
ニニ肉肉
十十
終議与

図

右

慶
安
版

左

万

→百編i 

巻 1-1オ3

天天
報部
氏5第

巻 3-7ウ10

:;2L波波

宮蒼→実員
一-3t係偽，← 称称

須須

分千
万万
保保
林 fJ}j

→子手

持移
瓦瓦
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。
万
治
中
村
版
所
在
、

宮
内
庁
書
陵
部
二
本
、
岡
山
大
学
池
田
文
庫
、
京
都
大
学
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
広
島
大
学
二
本
、
島

原
公
民
館
松
平
文
庫
、
杏
雨
書
屋
、
玉
川
大
学
、
和
歌
山
大
学
、
牧
野
植
物
園
二
本
、
駒
沢
大
学
濯
足
文
庫
、
高
山
市
郷
土
館
香
木

園
文
庫
、
竹
柏
園
文
庫
、
浅
野
図
書
館
(
焼
亡
)
、
東
京
大
学
国
語
研
究
室
(
焼
亡
)
、

a
寛
文
村
上
版
・
先
刷

先
刷
り
は
万
治
版
に
比
し
て
図
8
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
欠
落

等
が
生
じ
て
い
る
。
原
装
十
冊
、
大
き
さ
約
幻

m
×
凹
伯
、
表
紙
は
無
地
紺
色
、
題
接
は
慶
安
版
と
同
じ
。

o
l
加

i
m
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム

m
l淵
l
2
(
K
糊
)
に
よ
る
、
序
|
凡
例
l
題
倭
名
紗
の

3
寛
文
村
上
版

寛
文
村
上
版
は
万
治
版
の
刊
記
を
削
り
、
下
の
よ
う
に
し
た

も
の
で
あ
る
。

寛
文
村
上
版
は
刷
り
の
先
後
に
よ
り
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

O
大
和
文
華
館
蔵
鈴
鹿
文
庫
本

順
に
な
っ
て
い
る
、

O
賀
茂
別
雷
神
社
蔵
三
手
文
庫
本

国
文

明1

III 

倭
名
類
衆
紗
巻
第
二
十
終

寛
文
七
丁
未
歳
仲
秋
日
村
上
勘
兵
衛
何

87 

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
旧
図
書
寮
本

ーノハリ
l
A
V

T
i

つμ
ウ

i

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
却
l

日

(
K
花
)

厚
さ
川
口
凹

十
冊
、
軟
状
合
綴
三
冊

北
大
文
学
部
紀
要

に
よ
る
、
第
四
・
九
冊
題
憲
無
し
、



倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
大
久
保
本

せ

9 

原
十
冊
、
二
冊
ず
つ
表
紙
ご
と
合
五
冊
、
無
地
薄
青
色
替
表
紙
、
手
書
き
朱
書
貼
題
筆
、

厚
さ
日

m

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
秘
閣
本

209 

11 

褐
色
横
刷
毛
目
替
表
紙
、
複
廓
刷
り
手
書
き
題
接
、
厚
さ
日
剛
、
序
凡
例
題
倭

名
紗
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

b
寛
文
村
上
版
・
後
刷

後
刷
は
図
9
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
欠
落
が
生
じ
て
い
る
。
表
紙
は
無
地
紺
色
、
原
装
十
冊
、
題
接
は
慶
安
版
と
同
じ
。

資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
部
日

(
K
U
)
に
よ
る
、
巻
五
|
九
を
欠
く
、
巻
一
|
四
と
巻
十
|
十
二
の
七
冊
を
上

冊
、
巻
十
三
|
二
十
の
八
冊
を
下
冊
と
す
る
。
題
倭
名
紗
序
凡
例
の
順
に
な
っ
て
い
る
、

88 

O
射
和
文
庫
本

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本

、、，J
n
u
o
o

--つれ】

Q
d

第
三
冊
を
欠
き
、
三
冊
、
ず
つ
帳
状
合
綴
三
冊
、
約
幻
叩
×
約
四
倒
、
大
野
広
域

校
本
(
転
写
)
、

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
黒
川
文
庫
大
野
本
約

m
m×
約
団
側
、
花
紋
押
紺
色
替
表
紙
、
手
書
き
題
筆
、
厚
さ
沌
鵬
(
挿

入
紙
含
む
)
、
大
野
広
城
校
本
、
追
加
挿
入
三

O
紙
程
あ
り
、
な
お
本
書
の
刷
り
は
次
の
渋
川
版
と
同
程
度
に
欠
落
が
進
ん
で
い
る
。

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
取
り
合
せ
本
加
団
後
述
小
字
本
(
渋
川
版
・
先
刷
)
と
取
り
合
せ
に
な
っ
て
い
る
、
巻
十
七

1
二

十
の
一
冊
、
約

m
m×
約
四
回
、
複
廓
刷
り
手
書
き
題
接
、
先
刷
か
後
刷
か
未
確
定
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
。

27 

268 

。
寛
文
村
上
版
所
在
、
刷
り
の
先
後
は
不
明
。

天
理
図
書
館
古
義
堂
文
庫
二
本
、
大
阪
府
立
図
書
館

岡
山
大
学
池
田
文
庫
、
同
大
原
文
庫
、
牧
野
植
物
園
、
九
州
大
学
麻
生
文
庫
、



図

g

右
寛
文
村
上
版
先
刷
・
左
間
後
刷

益
支
雨
明
頻
第
一
一
で
犬
、
河
附
出

ト
雲
南
頻
、
第
二
ノ
い
夫
-
河
附
叶〆

刊

u

於
比
之
波
利
村
豊
後
圏
第
百
非
人
山
肥
前
闘

す
比
え
F1.利
か
豊
後
圏
第
百
井
戸
入
ぷ
ル
前
同

山
一
同
時
阿
美
都
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一
一

M
r
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4
北
大

昨

m
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会
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t

巻 1-1オ8 図
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4
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

之之

官官

fji1 加
南市

右
寛
文
村
上
版
後
刷
・
左
寛
文
渋
川
版
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倭
名
類
緊
抄
の
板
本
に
つ
い
て

九
州
大
学
、
東
北
大
学
三
本
、
龍
谷
大
学
二
本
、
加
州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
(
旧
三
井
顎
野
)
、

教
育
セ
ン
タ
ー
閑
谷
学
校
、
竹
田
市
立
図
書
館
岡
藩
由
学
館
典
籍
、

4
寛
文
渋
川
版

寛
文
渋
川
版
は
寛
文
村
上
版
の
末
尾
、
巻
二
十
の
二
十
五

1

二
十
八
の
四
葉
を
か
ぶ
せ
彫
り
で
彫
り
直
し
た
も
の
で
あ

一
見
寛
文
村

る
。
刊
記
部
分
は
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

上
版
の
刊
記
を
削
っ
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
こ
の
葉
全

体
が
彫
り
直
さ
れ
て
い
る
。
刷
り
は
村
上
版
後
刷
に
比
し
て

図
日
に
示
す
よ
う
な
欠
落
が
見
ら
れ
る
。
寛
文
渋
川
版
の
中

に
も
刷
り
の
先
後
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
未
だ
確
認
し

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終 八

戸
市
立
図
書
館
、
岡
山
県
青
少
年

寛
文
七
丁
未
歳
仲
秋
日

92 

三註
Eヨ

林
大
坂
心
斎
橋
順
慶
町
柏
原
屋

溢
川
清
右
衛
門
版

得
て
い
な
い
。
原
装
は
四
巻
ず
つ
五
冊
、
大
き
さ
約
幻
佃
×
約
四
側
、
厚
さ
約
印
聞
の
も
の
と
約
剖
凹
の
も
の
が
あ
る
。
表
紙
は
白

地
に
褐
色
刷
毛
目
格
子
、
題
第
は
慶
安
版
と
は
異
な
り
、
新
刻
の
単
廓
で
、
「
和
名
類
緊
抄

字
体
を
替
え
る
(
模
写
図
日
)
、
竪
問
醐
×
横
お
凹
(
内
距
)
、
左
肩
。

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
横
山
本

厚
さ
乃
剛
、
横
山
由
清
校
本
、

830 

169 

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
黒
川
文
庫
清
水
本

27 

277 

清
水
浜
臣
校
本
、

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
図
書
局
本

厚
さ

ω
m

209 

1 

ご
の
形
式
で
あ
る
が
冊
ご
と
に
書
体



F弘

す叫

ん
炭

砿
秒、.

体
q
m
類
f
rル
払
ソ

4

3

P

が
花
粉

d

A
h
ん

院

側
4

筏
抄

北
大
文
学
部
紀
要
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
柳
誌
本

209 

10 

厚
さ
印
刷第

五
冊
裏
表
紙
を
欠
く
、
厚
さ
剖
阻
、
も
と
東
京
大
学
総
合
図
書
館
の
複
本
、

O
早
稲
田
大
学
蔵
本
、
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
に
よ
る
。
板
斎
書
入
本
、
黒
川
家
旧
蔵
、

O
北
海
道
大
学
文
学
部
蔵
青
洲
文
庫
本

色町
.NNl
詞
〉

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
榊
原
本

厚
さ

ω
m

O 
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
寺
西 198
本 212

209 

8 

厚
さ
日
醐

O
多
和
文
庫
真
精
本

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

m
l
M
l
2
に
よ
る
、
こ
の
本
は
各
所
に
補
修
が
な
さ
れ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
次
の

秋
田
屋
版
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
奥
付
部
分
に
校
合
識
語
を
書
く
た
め
に
秋
田
屋
の
奥
付
を
剥
ぎ
取
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ウ

t
l
A斗

A

国
立
国
会
図
書
館
岡
田
希
雄
旧
蔵

94 

。
寛
文
渋
川
版
所
在

関
西
大
学
生
田
文
庫
、
同
岩
崎
文
庫
、
鹿
児
島
大
学
玉
里
文
庫
、
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
、

和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
真
砂
町
分
館
紀
州
藩
文
庫
、
福
井
県
立
図
書
館
松
平
文
庫
、
射
和
文
庫
、
牧
野
植
物
園
、
福
井
県
立
大
野

高
校
、
皇
学
館
沢
潟
文
庫
、
三
康
図
書
館
、
半
田
市
立
図
書
館
、
杏
雨
書
屋
、
宮
城
県
立
図
書
館
、
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
、

山
梨
文
学
館
、
大
阪
女
子
大
学
、

。
寛
文
七
年
版
所
在
、
村
上
版
・
渋
川
版
い
ず
れ
か
未
詳
、

閏
立
国
会
図
書
館
白
井
本
、
静
嘉
堂
文
庫
青
木
信
寅
旧
蔵
岡
松
井
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
四
本
、
大
阪
市
立
大
学
福
田
文
庫
、
九

州
大
学
麻
生
文
庫
、
京
都
大
学
、
筑
波
大
学
二
本
、
慶
応
大
学
斯
道
文
庫
、
国
学
院
大
学
、
東
京
大
学
法
研
、
日
本
大
学
、
広
島
大

学
、
京
都
府
図
書
館
、
都
立
中
央
図
書
館
、
神
宮
文
庫
、
無
窮
会
平
沼
文
庫
、
岡
山
大
学
小
野
文
庫
、
射
和
文
庫
、
大
東
急
記
念
文

庫
、
宣
長
記
念
館
、
伊
達
開
拓
記
念
館
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩
瀬
文
庫
、
市
立
三
原
文
庫
、
羽
中
八
幡
文
庫
、
村
野
文
庫
、
京
城
大



学
、
濯
足
庵
、
高
野
山
光
台
院
、
東
京
大
学
四
本
(
焼
亡
)
、

5
秋
田
屋
発
党
版

秋
田
屋
発
党
版
は
、
寛
文
渋
川
版
と
同
一
版
木
で
あ
り
、
刊
記
も

寛
文
渋
川
版
の
ま
ま
で
あ
る
が
、
裏
表
紙
見
返
し
に
秋
田
屋
の
他

に
江
戸
の
五
書
障
の
名
を
連
ね
た
下
の
よ
う
な
奥
付
が
貼
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。
版
権
が
柏
原
屋
か
ら
秋
田
屋
に
移
っ
た
後
の

印
刷
で
、
図
日
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
各
所
に
補
修
が
行
わ
れ
て
い

る
。
表
紙
は
刷
毛
目
横
引
、
題
接
は
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
。

O
佐
賀
県
立
図
書
館
本
則

2
1
m

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

m
l
江

l
2

に
よ
る
、
第
二
冊
を
欠
く
、

。
秋
田
屋
発
先
版
所
在
、

大
阪
天
満
宮
、

6
秋
田
屋
発
行
版

秋
田
屋
発
行
版
は
秋
田
屋
発
党
版
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
奥
付

が
下
の
体
裁
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

北
大
文
学
部
紀
要

大 全a 全a 企a 全- 孔- 和漢
坂

芝日 浅 E 書不日
Jし、

驚 本 州 本
橋 神橋茅 橋精
南

通町通造二乙

宣 明責t萱武一義
丁 丁丁 丁丁
目 前目白目目先 l

秋 岡 山須 須須

田 田 城原 原原

屋 屋屋 屋 屋屋

市 嘉佐 伊 新茂

兵 丘 兵兵

衛 七衛 八 衛衛

諸
園

江
戸
日
本
橋
通
宣
丁
目

阿

武

丁

目

同

馬

喰

町

或

丁

目

京
都
三
候
通
柳
馬
場
角

備

州

岡

山

神

屋

町

播

州

姫

路

米

田

町

掻

州

兵

庫

盤

屋

町

勢

州

幸

名

魚

棚

濃

州

大

垣

本

町

紀

州

若

山

新

通

同

駿

河

町

同

昇

平

河

岸

大
阪
心
禁
橋
通
南
一
丁
目

護
行

書
捧

秋同阪帯茶椛中灰中堺森山須
田本 嶋城原
屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋屋

市大喜伊源博輿輔益仁治佐茂
兵二一兵四兵太兵兵兵兵
衛郎郎衛蔵郎衛治郎衛衛衛衛
板



倭
名
類
取
県
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
制
度
局
本

263 

17 

第
二
・
三
冊
を
欠
く
、

7
銭
屋
版

不
破
浩
子
氏
に
こ
の
版
が
あ
る
と
の
報
告
が
あ
る
の
で
挙
げ
て
お
く
。
寛
文
渋
川
の
刊
記
の
他
に

京
都
書
瞳

寺
町
通
本
能
寺
前

銭
屋
惣
四
郎

の
出
版
識
語
が
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
恐
ら
く
秋
田
屋
版
と
同
じ
補
修
版
で
あ
ろ
う
。

-96-

小
字
本

小
字
本
は
内
容
的
に
は
大
字
本
を
訓
点
も
含
め
て
継
承
し
て
い
る
が
、
目
録
類
の
扱
い
が
異
な
っ
て
い
る
。
大
字
本
は
古
活
字
本
の
形

式
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
各
巻
の
官
頭
に
そ
の
巻
に
収
め
る
部
門
の
目
録
を
お
き
、
巻
の
途
中
に
あ
る
部
頭
に
は
部
名

も
門
目
録
も
乗
せ
な
い
形
式
に
な
っ
て
い
る
。
小
字
本
で
は
大
字
本
巻
頭
の
部
門
目
録
を
削
除
し
、
か
わ
り
に
凡
例
の
次
に
「
倭
名
類
環

紗
目
録
」
を
添
え
て
い
る
(
ま
た
、
各
部
頭
に
部
名
を
追
加
し
て
い
る
)
。
従
っ
て
序
|
題
倭
名
紗
|
凡
例
|
目
録
|
本
文
の
順
と
な
っ
て

い
る
。
丁
数
は
序
が
三
丁
、
題
倭
名
紗
が
二
丁
、
凡
例
が
一
丁
、
目
録
四
丁
、
本
文
は
二
巻
ず
つ
通
し
て
丁
附
が
さ
れ
て
お
り
、
巻
一
・

二
が
二

O
丁
、
巻
コ
了
四
が
ニ
コ
一
丁
、
巻
五
・
六
が
二
七
丁
、
巻
七
・
八
が
一
八
丁
、
巻
九
・
十
が
一
八
丁
、
巻
十
一
・
十
二
が
二
三
丁
、

巻
十
三
一
・
十
四
が
二

O
丁
、
巻
十
五
・
十
六
が
一
九
丁
、
巻
十
七
・
十
八
が
二
三
丁
、
巻
十
九
・
二
十
が
三
一
丁
、
総
計
二
三
二
丁
で
あ



図
15 

小
字
本
総
目
録

図
17 

小
字
本
巻
第
二
十
末
尾
(
寛
文
積
徳
堂
版
刊
記
)

ー-1

io.;] 

ijl! 
、k
h
'
N
v
b仙川一

¥一
h
詐
叫
円
十
一

覧
丈
十
戸
孟
キ
a

i

j

品

務

叫

問

奪

九

一

言

品

作

積
徳
堂
聞
忽

釦
M
K
R

P

知
一
回
開
幽
紫
術
劇
明
-
品
芽
関
親
ニ
風
雪
類
一

f

悶
嵐
山
悠
類
圏
第
頻
亙
林
野
晶
朝
六

回
制
須
七
塵
土
貌
λ

一
悶
岡
田
水
由
設
北
河
護
す
甚
庁
州
全

一
悶
嗣
園
田
空
ニ
月
一
夏
三
月
41

秩
二
一
月
ド

:
久
、
二
一
パ
引

問
問
聞
幽
神
霊
帽
掛
け
困
地
時
岨
凝
り

-
佑
叩
-
同
開
国
男
女
品
開
川
老
印
刷
一
類
け
い
工
品
同
級
い
一

線

鋭

頬

ぺ

微

域

新
j

魚
姦
類
川
一

開
悶
開
国
父
母
類
刷
伯
奴
類
M

兄
弟
暫
肝

図
18 

無
年
記
渋
川
版
刊
記
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乱
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面
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

名

一
(
1二
)
」
「
和
名
凡
例

ご
「
和
名
目
録

る
、
匡
廓
は
四
周
単
辺
、
竪
却
剛
×
横
山
肌
(
巻
一

1
オ
内
距
)
、
柱
刻
は
上
下
黒
魚
尾
・
黒
口
、
「
和
名
序

一

(i四
)
」
「
和
名
巻
之
一

一
L
i「
和
名
巻
之
廿

一
」
の
形
式
を
と
る
、

(1一
一
一
)
」
「
題
和

以
下
、
小
字
本
の
刷
り
の
比
較
は
、
巻
一

1
ォ
、
巻
五
1
オ
、
巻
十
日
ォ
、
巻
十
六
日
ウ
、
巻
十
八
日
ォ
、
巻
二
十
匹
ウ
の
六
面
に
つ

い
て
の
み
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

8
寛
文
積
徳
堂
版

寛
文
積
徳
堂
版
は
巻
二
十
末
尾
に
下
の
ご
と
き
刊
記
が
あ

る
。
二
巻
、
ず
つ
を
一
冊
と
し
全
十
冊
、
大
き
さ
約
m
m
×
約

m
m
ま
た
は
約
幻

m
×
約
四

m
、
厚
さ
約
m
i
詑
酬
で
あ
る
。

表
紙
は
無
地
黒
色
ま
た
は
無
地
紺
色
、
題
筆
は
左
肩
、
複
廓

で
、
第
一
冊
は
「
倭
名
類
衆
紗
(
序
目
録
/
三
己
し
、

そ
れ

以
外
は
「
倭
名
類
爽
紗
〔
一
二
四
〕
L

の
形
式
で
あ
る
(
模
写
図

日
)
。
竪
胤
阻
×
横
お
脚
(
内
距
)
。
こ
の
版
は
刷
り
に
よ
り

先
後
を
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
と
思
わ
れ
る
が
、

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終

寛
文
十
一
孟
冬
日

洛

陽

烏

丸

書
林

積
徳
堂
開
板

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
本

19 

166 

い
ま
だ
披
見
本
数
が
多
く
な
い
の
で
分
け
ず
に
お
く
。

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本

D
m
m
 

約叩
m
m
×
約
加
仰
、
無
地
黒
色
原
表
紙
、

約
M
m
m
×
約
四

m
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
第
五
・
七
・
九
冊
の
題
第
無
し
、

升十

98-



J
X州制

5
4当

各
類
豪
州
似
=
-

一閣棋倒州日

ノ
ロ
百
羽
緊

一
一
倭
必
殺
努
釧
|
川
」

北
大
文
学
部
紀
要

一S
Z類
取
点
銚
-
-
Uコ

校
イ
類
家
M
m
T一

二
十
四
十

劇
劃
劃
劇
釧
A
司一

一
倭
各
類
豪
釧
十
屯
十
ヘ
一

一
倭
各
類
豪
州
鍬
叶
日
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倭
名
類
緊
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
上
総
舎
蔵
本
、
改
装
五
冊
、
約
幻
佃
×
約
四
仰
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
第
三
冊
の
題
簸
無
し
、
な
お
こ
の
本
は
す
で
に
貞
享
村
上
版

と
同
様
の
欠
損
が
い
く
つ
か
生
じ
て
い
る
。

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
聖
屋
本

捌

l
3
、
改
装
三
冊
、
約
幻

m
×
約
四
側
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
手
書
替
題
簸
「
和
名
抄
上
(
中
・

下
O
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫
本
資
料
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
揃
1
1
・
3

8
に
よ
る
。
巻
一

1
四
の
一
冊
存
、
巻
五
以
下
大
字

本
(
万
治
中
村
版
)
と
の
取
り
合
わ
せ
、

。
寛
文
積
徳
堂
版
所
在

静
嘉
堂
文
庫
松
井
文
庫
、
京
都
大
学
、
日
本
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
、
大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
、
都
立

中
央
図
書
館
河
田
文
庫
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
、
高
野
山
金
剛
三
昧
院
、
高
野
山
真
別
処
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
糞
堂
文
庫
、
天

理
図
書
館
、
茨
城
大
学
官
文
庫
、
太
宰
府
天
満
宮
、
大
阪
天
満
宮
、
駒
沢
大
学
濯
足
文
庫
、
仙
台
第
二
高
等
学
校
、
加
州
大
学
バ
ー

ク
レ
ー
校
、
名
古
屋
市
立
舞
鶴
図
書
館
、
米
沢
市
立
興
譲
館

文
庫
、
井
本
文
庫
、
金
万
比
羅
宮
図
書
館
、
浅
野
図
書
館
(
焼

亡
)
、
東
京
大
学
(
焼
亡
)
、

-100 

貞
享
村
上
版
は
、
寛
文
積
徳
堂
版
の
刊
記
を
削
り
、
下
の
ご

と
く
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
版
は
、
図
却
に
示
す
よ
う

貞
享
五
戊
辰
年
暮
秋
吉
辰

神
錐
銅
舵
坊
書
障
村
上
平
楽
寺
重
梓

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終

9
貞
享
村
上
版



図
20 

右
寛
文
積
徳
堂
版
・
左
貞
享
村
上
版

加二東京1 月ー月ー
巻18叶3オ日

開
流

巻 5-1オ3

於於
骨、保

高高

J 豆豆
岐岐

芙美

詩tti豹←
告J)~}Il 

巻18-13オ5

百百

→湾局
島倦

務執

22r 
ホホ
乃ヴ
宇宇

巻 5-1オ5

都於

保係
伊伊
毛毛

乃乃

.. ~， 
巻 5-1オB

奈禁
加力ロ

乃乃←
毛毛

乃乃
島高

101-

右
貞
享
村
上
版
・
左
無
年
記
渋
川
版
先
刷

十十↑

官官

巻 5-1オ 7

J 古 古

J 止比

よL よk

11: 

北
大
文
学
部
紀
要 ι 

山
第
一
物
・
也

ぷ
一
九
特
山
也
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

な
欠
落
が
現
れ
て
い
る
。
原
装
十
冊
、
表
紙
は
無
地
紺
色
、
題
衝
は
積
徳
堂
版
と
同
じ
。

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
裏
打
本
捌
i
6
、
約
却
叩
×
約
加
側
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
手
書
替
題
簸
「
和
名
類
緊
紗
〔
序
凡
例
目

録
/
一
之
二
〕
」
「
和
名
類
衆
紗
三
之
四

(
1十
九
二
十
)
L

、
全
紙
に
裏
打
ち
が
施
し
て
あ
る
、

O
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
蔵
本
間
幻
蜘
資
料
館
フ
ィ
ル
ム
出
!
日
1
3
に
よ
る
、
改
装
四
冊
、
原
表
紙
、
原
題
簸
、

O
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
成
章
館
本

m
w
n
資
料
館
フ
ィ
ル
ム
剖
!
凶
に
よ
る
、
原
題
第
、
巻
一
の
第
一
丁
を
欠
く
、

k
m
l
1

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
胤

2

加
に
よ
る
、
改
装
四
冊
、
手
書
替
題
議
「
和
名
類
緊
紗

O
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
蔵
葵
文
庫
本

(
四
)
」

102 

。
貞
享
村
上
版
所
在

国
会
図
書
館
岡
田
希
雄
旧
蔵
、
九
州
大
学
眼
科
、
筑
波
大
学
、
国
学
院
大
学
、
早
稲
田
大
学
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
二
本
、
岐
阜

大
学
、
都
立
中
央
図
書
館
河
田
文
庫
、
高
野
山
金
剛
三
一
昧
院
、
神
宮
文
庫
、
大
東
急
記
念
文
庫
二
本
、
加
州
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
(
旧

三
井
顎
野
)
、
茨
城
大
学
菅
文
庫
二
本
、
宮
城
県
立
図
書
館
伊

叩
渋
川
版
(
無
年
記
渋
川
版
)

無
年
記
渋
川
版
は
、
貞
享
村
上
版
の
刊
記
を
削
り
下
の
ご
と

書
林

淀
川
清
右
衛
門

達
文
庫
、
蓬
左
文
庫
、
牧
野
植
物
園
、
上
田
市
立
図
書
館
藤

岩腫
国 文
市庫

事浜
画松
図 E
主主主 1L 

晶里
竜館
野 高
文林
庫 文
，竺夕 、
書 山
言口
芯 県
、立

法 図
務書
省館

倭
名
類
緊
紗
巻
第
二
十
終

大
坂
心
爾
橋
筋
順
慶
町



く
に
し
た
も
の
で
、
各
所
で
現
存
す
る
こ
と
の
最
も
多
い
版
で
あ
る
。
詳
し
く
比
較
す
れ
ば
刷
り
を
数
段
階
に
分
類
で
き
る
で
あ
ろ

う
が
、
こ
こ
で
は
大
ま
か
に
先
刷
・
後
刷
の
二
段
階
に
分
け
、
欠
落
の
少
な
い
も
の
か
ら
順
次
諸
本
を
列
挙
す
る
。

a
渋
川
版
先
刷

渋
川
版
先
刷
は
貞
享
村
上
版
に
比
し
て
図
幻
に
示
す
よ
う
な
欠
落
が
見
ら
れ
る
。
厚
さ
は
約
お
凹
、
原
装
五
冊
、
題
接
は
慶
安
版
の

第
一
冊

1
第
五
冊
を
流
用
し
て
い
る
た
め
題
第
の
巻
次
と
内
容
が
一
致
し
て
い
な
い
。

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
取
合
せ
本

263 

16 

第一

1
四
冊
の
四
冊
、
第
五
冊
は
大
字
本
(
寛
文
村
上
版
)
の
取
合
せ
、
約

m
m×

約

m
m、
無
地
褐
色
原
表
紙
、
原
題
筆
、
序
l
凡
例
目
録
題
倭
名
紗
の
順
に
な
っ
て
い
る
、

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
阿
部
本
第
五
冊
の
み
一
冊
、
約

m
m×
約
羽
田
、
無
地
白
色
替
表
紙
、
題
接
無
し
(
外
題
直

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
黒
川
文
庫
契
沖
本

改
装
一
冊
、
約
幻

m
×
約
四

m
、
無
地
褐
色
原
表
紙
、
手
書
替
題
第
(
複
廓
刷
)
、
厚

-103-

209 

4 

書Z
-
ゥ

t
m

J
C

つ
u
m

O
本
居
記
念
館
蔵
本

諸
7
の
日

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
訂
!
花
に
よ
る
、
原
題
接
、

O
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

m
w
却

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

剖

l
m
l
2
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、
原
題
筆
、

O
上
総
本
一
口
蔵
本

約

m
m×
約
四
仰
、

カ
ラ
押
紺
色
原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
お
剛
、
序
|
凡
例
|
題
倭
名
紗
|
目
録
の
順
に
な
っ
て

い
る
、

O
愛
知
教
育
大
学
附
属
図
書
館
蔵
明
倫
堂
本

m
w
m
 資
料
館
フ
ィ
ル
ム
加
国
に
よ
る
、
原
表
紙
、
原
題
察
、
序
凡
例
題
倭

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

名
紗
目
録
の
順
に
な
っ
て
い
る
、

O
上
総
舎
蔵
浜
田
本

約
目
的
×
約
四
倒
、
無
地
紺
色
原
表
紙
、
原
題
簿
、
厚
さ
お
肌

O
陽
明
文
庫
蔵
本

近

ワ

i
話
、
資
料
館
フ
ィ
ル
ム
日
l

別
に
よ
る
、
手
書
直
書
外
題
、

O
佐
賀
県
立
図
書
館
蔵
本

m
A
!
っμ
m
u

n

X

u

-

-

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

mln
(
K
側
)
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、
原
題
接
(
第
一
冊
は
無
し
)
、

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
別
却
ー
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、
第
三
冊
の
み
原
題
接
、
他
は

O
金
沢
市
立
図
書
館
蔵
稼
堂
文
庫
本

091 

O 

243 

手
書
き
替
題
築
寸
和
名
類
家
紗
一

(
二
・
四
・
五
)
L

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
安
原
本

m
l
M
却

2 263 

18 

約
幻

m
×
約
加
仰
、
型
押
(
菱
・
目
)
原
表
紙
、
原
題
簿
、
厚
さ
幻
肌

改
装
一
冊
、
無
地
表
紙
、
原
題
議
(
第
1
冊
分
)
、
序
|
凡
例
題
倭
名
紗
|
目
録
の
順

-104 

O
白
百
合
女
子
大
学
蔵
本

に
な
っ
て
い
る
、

O
刈
谷
市
立
図
書
館
蔵
本

2094 

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
却

m
3
(
K
m
)
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、
原
題
筆
、

O
浄
照
坊
蔵
本

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

シ
4
l
訟
に
よ
る
、
一
冊
(
巻
第
一
|
四
を
欠
き
、
巻
十
三
|
二
十
・
五
|
十
二
の
願
に
綴
じ
る
)
、

無
地
表
紙
、
題
築
無
し
、

O
九
州
大
学
附
属
図
書
館
本

文
学
部
研
究
室
貴
重
書
3
B
2

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

U

H

6
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、
原
題
接
、

b
渋
川
版
(
無
年
記
渋
川
版
了
後
刷

渋
川
版
の
後
刷
は
、
先
刷
に
比
し
て
図
幻
に
示
す
よ
う
に
各
所
で
欠
落
が
進
ん
で
い
る
。
原
装
五
冊
、
大
き
さ
は
約
幻
叩
×
四
佃
、

表
紙
は
褐
色
の
刷
毛
目
格
子
、
題
寮
は
大
字
本
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
。
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
黒
川
文
庫
真
頼
本
、

27 

27日

約
U
m
×
約
四
倒
、
原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
お
醐

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
島
田
本

3
3
Q
U
F
O
 

T
I
ワ
μ

口

6

原
五
冊
の
ま
ま
第
一
・
二
冊
と
第
三
冊
以
降
の
二
冊
に
合
綴
、
原
表
紙
、
原
題
筆
、

厚
さ
川
w
m

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
賓
水
本

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
常
代
本

O
上
総
舎
蔵
洪
字
本

∞
5
.
N
Z
品
。
仏
当

Z

原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
却
阻

原
表
紙
、
原
題
築
、
厚
さ
却
醐

第
五
冊
末
尾
三
葉
を
欠
く
、
原
表
紙
、
原
題
簿
、
題
倭
名
妙
|
序
l
凡
例
|
目
録
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

209 
「d 

O
上
総
舎
蔵
豊
岡
本

原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
お
聞
、
題
倭
名
紗
を
欠
く
、

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
青
洲
文
庫
本

、，J

ハU

ハリ

T
I
つμ

ワ
μ

原
五
冊
の
ま
ま
第
一
・
二
冊
と
第
三
冊
以
降
の
二
冊
に
帳
状
合
綴
、
原
表
紙
、

O
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
穂
積
本

D
却

l
m

原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
判
醐

原
題
接
、
厚
さ
坊
醐

O
多
和
文
庫
本

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

m
l
加
l
3
に
よ
る
、
序
ー
題
倭
名
紗
l
目
録
|
凡
例
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

第
五
冊
の
み
一
冊
、
古
書
屈
で
後
掲
の
鏡
之
舎
本
(
明
治
大
野
木
版
)
と
セ
ッ
ト
に
し
て
売
り
出
さ
れ
た

O
上
総
舎
蔵
嵩
山
仕
入
本

も
の

(
大
き
さ
は
異
な
る
)
、
約
加

m
×
約
加
側
、
原
表
紙
、
原
題
接
、

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
担
1
3
に
よ
る
、
第
五
冊
の
み
一
冊
、
原
表
紙
、
原
題
接
、

2
 

4

l

イ
l

お

O
会
津
若
松
市
立
会
津
図
書
館
蔵
本

。
渋
川
版
所
在
、
刷
り
の
先
後
は
未
詳
、
ま
た
補
刻
版
も
含
ま
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

九
州
大
学
九
本
、
京
都
大
学
九
本
、
筑
波
大
学
、
慶
応
大
学
二
本
、
神
戸
大
学
住
田
文
庫
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
早
稲
田
大
学
、
大
谷

大
学
三
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
関
西
学
院
大
学
、
東
北
大
学
、
大
阪
大
学
、
広
島
大
学
、
福
井
大
学
小
林
文
庫
、
秋
田
大
学
、



三
重
県
立
図
書
館
、
石
川
県
立
図
書
館
、
大
阪
府
立
図
書
館
三
本
、
京
都
府
立
図
書
館
、
関
西
大
学
泊
園
文
庫
、
島
原
公
民
館
松
平

文
庫
、
お
茶
の
水
図
書
館
成
萱
堂
文
庫
、
お
茶
の
水
図
書
館
武
藤
文
庫
、
天
理
図
書
館
二
本
、
無
窮
会
神
習
文
庫
二
本
、
神
宮
文
庫

四
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
、
新
潟
大
学
佐
野
文
庫
、
和
歌
山
大
学
附
属
図
書
館
真
砂
町
分
館
紀
州
藩
文
庫
本
、

津
山
郷
土
館
愛
山
文
庫
、
秋
月
郷
土
館
、
北
野
天
満
宮
、
牧
野
植
物
園
四
本
、
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
、
東
海
大
学
桃
園
文
庫
、
杏
雨

書
屋
二
本
、
愛
知
図
書
館
、
東
洋
大
学
、
福
島
県
立
図
書
館
、
青
山
学
院
大
学
、
琉
球
大
学
、
岡
山
大
学
業
合
・
塩
尻
文
庫
、
仏
教

大
学
西
谷
寺
文
庫
、
高
知
県
立
図
書
館
、
山
口
県
立
図
書
館
、
足
利
学
校
遺
跡
図
書
館
、
飯
田
市
立
飯
田
図
書
館
、
西
尾
市
立
図
書

館
岩
瀬
文
庫
、
金
沢
市
立
図
書
館
藤
本
文
庫
、
豊
橋
市
立
図
書
館
、
桜
山
文
庫
、
大
和
文
華
館
、
高
木
文
庫
、
竜
野
文
庫
、
成
田
図

書
館
、
羽
中
八
幡
文
庫
、
温
古
堂
丸
山
文
庫
、
村
野
文
庫
、
仙
台
伊
達
家
、
延
岡
内
藤
家
、
福
岡
県
立
伝
習
館
高
等
学
校
対
山
館
文

庫
二
本
、
市
立
弘
前
図
書
館
二
本
、
二
松
学
舎
大
学
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
資
料
図
書
館
服
部
文
庫
、
皇
学
館
大
学
、
彰
考
館
(
焼

亡
)
、
東
京
大
学
(
焼
亡
)
、

107-

小
字
本
・
補
刻
版

以
下
挙
げ
る
も
の
は
渋
川
版
の
欠
落
を
補
修
し
字
崩
れ
を
補
刻
し
た
版
で
あ
る
。
渋
川
版
の
刊
記
を
そ
の
ま
ま
に
残
し
、
奥
付
け
や
見

返
し
等
で
書
捧
名
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
外
装
の
違
い
に
よ
り
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
刷
り
そ
の
も
の
に
は
大
差
は
無
い
よ
う
で

あ
る
。
図
お
に
あ
る
よ
う
に
、
随
所
に
補
修
の
跡
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
同
時
に
、
補
修
さ
れ
ず
さ
ら
に
欠
落
の
進
ん
だ
も
の
も
あ

る
。
こ
の
他
に
も
巻
十
日
オ
日
か
ら
日
ウ
日
ま
で
の
行
末
各
二
子
、
及
び
巻
十
四
日
オ
1
1
7
・
巻
十
六
日
オ
2
1
9
・
巻
十
七
2
オ
2

1

8
・
巻
十
七
4
オ
1
1
4
ウ
ロ
・
巻
十
九
日
オ
2
r
}
日
・
巻
二
十
四
オ
1
1
6
の
上
部
標
目
部
分
を
埋
木
に
よ
っ
て
補
刻
し
、
ま
た
巻

北
大
文
学
部
紀
要



図
23 

倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

右
無
年
記
渋
川
版
後
制
・
左
補
刻
版

川
浩
延
長
地
必
円

十
造
'
禾
地
経
一
』

毛

乃

高←

毛
乃
笛
伊

巻10-10オ B

が知
美英

察秦
利利

→乃認
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天正天ヰ天五
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他牝
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現現

→為''4

22 
ホヲド
乃ヴ

→家来
月月'

巻 5-1オ 7

告吉
止止

比政

止

音音
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い
う
数
の
た
め
、
各
類
と
刷
り
の
善
し
悪
し
の
対
応
が
明
瞭
で
な

皇
都
書
林

弘
簡
堂

二
十
の
第
口
丁
と
第
却
丁
は
全
面
を
彫
り
直
し
て
い
る
。

補
刻
版
は
奥
付
と
表
紙
見
返
し
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
八
類

に
分
け
ら
れ
る
が
、
披
見
し
た
各
類
の
ほ
と
ん
ど
が
三
本
以
下
と

冨
小
路
通
三
候
上
ル
町

く
、
補
刻
版
全
体
で
二
段
階
乃
至
三
段
階
程
度
に
し
か
見
分
け
る

こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
中
で
弘
簡
堂
の
奥
付
を
も
っ
版
は
概
し

須
磨
勘
兵
衛

て
補
刻
後
の
欠
落
が
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

版
と
同
じ
、
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日
弘
簡
堂
版

裏
表
紙
見
返
し
に
右
下
の
ご
と
き
奥
付
を
貼
付
す
る
も
の
で
あ
る
。
原
装
五
冊
、
表
紙
は
薄
褐
色
刷
毛
目
横
引
、
題
第
は
寛
文
渋
川

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
戸
籍
本

209 

7 

約
加

m
×
約
四
倒
、
原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
幻
醐

O
北
海
道
大
学
文
学
部
蔵
宇
野
本

品。一凶・。
ω
1
4司

約
m
m
×
約
四

m
、
原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
却
脚

O
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
大
庭
本

マ
3
l
刊
1
1

約
お
佃
×
約
四
仰
、
原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
詑
剛
、
も
と
東
京
大
学
総
合
図
書

館
の
複
本
(
南
葵
文
庫
本
)
、

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
石
谷
本

263 

19 

第
一
冊
を
欠
く
、
約
お
佃
×
約
四
回
、
原
表
紙
、
原
題
筆
、

O
九
州
大
学
附
属
図
書
館
本

文
学
部
研
究
室
貴
重
書
3
B
1

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
日
l
u
l
l
に
よ
る
、
原
表
紙
、
原
題
接
、

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
聴
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

。
弘
簡
堂
版
所
在

東
北
大
学
、

ロ
升
屋
版

升
屋
版
は
、
奥
付
が
下
の
如
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
(
外

辺
に
鶴
の
文
様
を
配
し
、
「
升
屋
勘
兵
衛
」
の
下
の
「
須
/
磨
」

は
蒙
書
で
記
し
銅
壷
の
図
絵
で
囲
む
)
。
弘
簡
堂
版
と
同
じ
須

磨
勘
兵
衛
に
よ
る
も
の
。
補
刻
版
の
後
刷
、
原
装
五
冊
、
表

紙
は
褐
色
刷
毛
目
横
引
、
題
第
は
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
。

O
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
初
雁
文
庫
本
ロ
倒

1

O
青
森
県
立
図
書
館
蔵
工
藤
文
庫
本

I
日

W

林室皇都

升屋 傍空草

勘
丘

衛

磨須

一 110

約

m
m×
約
四
回
、
原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ

m
m

無
地
表
紙
、
原
題
接
、

。
升
屋
版
所
在

東
北
大
学
狩
野
文
庫
、
高
鍋
町
立
図
書
館
高
鍋
藩
明
倫
堂
文
庫
、

日
嘉
永
山
田
版

嘉
永
版
は
表
紙
見
返
し
に
「
嘉
永
辛
亥
補
刻
党
」
「
京
揖
書
騨
/
弘
簡
堂
/
竹
菅
棲
/
費
文
堂
/
合
梓
L

と
あ
る
も
の
で
(
園
出
)
嘉

の
三
書
障
の
合
梓
と

永
四
年
(
一
八
五
二
に
弘
簡
堂
(
升
屋
勘
兵
衛
)
・
竹
直
棲
(
銭
屋
惣
四
郎
)
・
費
文
堂
(
秋
田
屋
市
兵
衛
)



図
24 

奥
付
・
弘
簡
堂
版
模
写
(
北
海
道
大
学
蔵
本
)

図
26 

見
返
・
嘉
永
版

主ま宮
頒奇;ー2闘， 争品路伽

会認可

i
f

源
一
明
耕
え

一一ノす
pl
類
一
雰
ル
ノ
諒
一

一
い
一
京
橋
宮
崎
マ
ド
尚
誠
弁
己
弁
一

f
i
l
i
-
-十
l

f

唱

ヂ

図
25 

奥
付
・
山
田
版

図
27 

見
返
・
明
治
版
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要



倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

な
っ
て
い
る
。
披
見
に
及
ん
だ
嘉
永
版
は
一
本
の
み
に
過
ぎ
な
い
の
で
確
実
な
こ
と
は
言
え
な
い
が
、
嘉
永
四
年
当
時
の
も
の
は
奥

付
が
あ
る
と
す
れ
ば
秋
田
屋
等
の
も
の
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
披
見
の
も
の
は
販
売
目
録
を
兼
ね
た
山
田
茂
助
の

奥
付
が
つ
い
て
い
る
(
図
お
)
。
恐
ら
く
こ
の
本
は
嘉
永
当
時
の
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
。
嘉
永
山
田
版
は
補
刻
版
と
し
て
も
か

な
り
後
の
刷
り
で
、
補
刻
時
の
埋
木
が
剥
が
れ
落
ち
た
か
と
思
わ
れ
る
箇
所
も
見
受
け
ら
れ
る
。
原
装
五
冊
、
表
紙
は
褐
色
刷
毛
目

横
引
、
題
簸
は
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
、

O
上
総
舎
蔵
本
、
五
冊
、
約
出

m×
日
伯
、
厚
さ

m
m

。
嘉
永
版
所
在

大
阪
市
立
愛
日
小
学
校
、
大
阪
市
立
大
学
新
村
文
庫
、
奈
良
県
立
図
書
館
、
東
京
大
学
(
焼
亡
)
、
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81 

11 

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

m
m

皇

都

銭
屋
惣
四
郎

日
銭
屋
版

銭
屋
版
は
下
の
よ
う
な
奥
付
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
補
刻
版

の
後
刷
、
原
装
五
冊
、
題
第
は
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
。

O
岐
阜
市
立
図
書
館
蔵
本

寺
町
通
本
能
寺
前

2
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、

O
岐
車
市
立
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

資
料
館
フ
ィ
ル
ム
回
即

3
に
よ
る
、
無
地
表
紙
、

∞]
{
ω
-
N
u
-
-
H
!
日

H
U
W
N
U

。
銭
屋
版
所
在
、



裟
々
岐
版
は
、
銭
屋
版
と
同
じ
佐
々
木
惣
四
郎
に
よ
る
も
の

で
あ
る
が
、
奥
付
が
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

補
刻
版
の
後
刷
、
表
紙
は
薄
褐
色
刷
毛
目
横
引
、
題
第
は
新

刻
、
寛
文
渋
川
版
の
第
五
冊
目
の
字
体
・
書
体
を
覆
刻
し
た

も
の
、
単
廓
に
「
和
名
類
衆
抄
」
と
書
題
だ
け
の
形
式

で
、
全
冊
同
じ
も
の
を
使
用
。
題
第
を
補
っ
た
所
か
ら
見
て
、

洛
陽
書
躍

裟
々
岐
惣
四
郎

順
天
堂
大
学
山
崎
文
庫
、

日
裟
々
岐
版

京
極
通
本
能
寺
前

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
太
政
官
本

O
加
賀
市
立
図
書
館
蔵
聖
藩
文
庫
本

209 

9 

約
羽
田
×
約
四
畑
、
原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
担
凹

-113-

銭
屋
版
よ
り
は
後
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

810 

2 

資
料
館
フ
ィ
ル
ム

ml山
1
2
に
よ
る
、
第
五
冊
を
欠
く
、
原
題
筆
、

日
秋
田
屋
発
行
版

秋
田
屋
発
行
版
は
、
奥
付
が
大
字
本
秋
田
屋
発
行
版
の
そ
れ
と
同
じ
で
、
寸
諸
園
護
行
書
瞳
」
と
し
て
秋
田
屋
等
十
三
書
瞳
名
を
連
ね

て
あ
る
も
の
、
補
刻
版
の
後
刷
、
原
装
五
冊
、
大
き
さ
約

m
m×
約
四
叩
、
表
紙
は
薄
褐
色
刷
毛
目
横
引
、
題
第
は
寛
文
渋
川
版

と
同
じ
。

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
爽
抄
の
板
本
に
つ
い
て

O
国
立
国
会
図
書
館
蔵
府
内
官
庫
本

126 

34 

原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
犯
醐

O
北
海
道
大
学
蔵
札
幌
農
学
校
本

O
秋
田
屋
発
行
版
所
在

原
表
紙
、
原
題
筆
、
厚
さ
お
醐

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、

口
明
治
秋
田
屋
発
行
版

明
治
秋
田
屋
版
は
明
治
二
年
に
賓
文
堂
が
補
刻
し
た
旨
の
表
紙
見
返
し
(
図
幻
)
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
奥
付
に
秋
田
屋
発
行
版
と

同
じ
十
三
書
瞳
連
名
の
も
の
を
付
す
る
、
補
刻
版
の
後
刷
、
原
装
五
冊
、
大
き
さ
約
加
叩
×
約
四
側
、
表
紙
は
薄
褐
色
刷
毛
日
横
引
、

題
第
は
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
も
の
と
、
新
刻
の
も
の
(
次
の
明
治
大
野
木
版
の
項
参
照
)
と
が
あ
る
。
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原
表
紙
、
原
題
簸
(
寛
文
渋
川
版
と
同
じ
)
、
厚
さ
担
醐

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
進
徳
曇
本

m
i
l

約
m
m
×
約
目
的
、
原
表
紙
、
原
題
簸
(
明
治
大
野
木
版
と
同
じ
)
、
厚
さ
お
鵬
、

序

凡

例

l
題
倭
名
紗
l
目
録
の
順
に
な
っ
て
い
る
。

。
明
治
秋
田
屋
版
所
在

大
阪
府
立
図
書
館
石
崎
文
庫
、

O
上
総
舎
蔵
本

日
明
治
大
野
木
版

明
治
大
野
木
版
は
、
秋
田
屋
版
と
同
じ
く
秋
田
屋
に
よ
る
も
の
で
、
秋
田
屋
版
と
同
様
、
表
紙
見
返
し
に
「
明
治
二
補
刻
」
「
大
坂
書



賓
文
堂
護
党
L

と
あ
る
が
、
奥
付
は
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
補

刻
版
の
後
刷
、
原
装
五
冊
、
表
紙
は
薄
褐
色
刷
毛
日
格
子
、
題
援
は
新
し

揮

書
籍
製
本
義
貰
所

O
国
立
公
文
書
館
蔵
内
閣
文
庫
千
葉
県
本

209 

2 

約
出
佃
〉
〈
約
四
叩
、
原

大
阪

心第吠ー府
驚武三三下
橋大畢予書
筋匿士立長章
一七ノ1¥.
丁小-c-+→
目 直 m
喜兵
地 衛

百ヌ
河、之

抄
く
掘
り
直
し
た
複
廓
の
も
の
で
、
「
和
名
類
爽
抄
(
・
四
)
L

「
倭
名
類

二
一
」
の
体
裁
で
あ
る
が
、
冊
ご
と

二
(
・
五
)
L

「
昧
名
類
衆
抄

に
書
体
を
替
え
る

(
模
写
図
H)、

表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
お
凹

O
東
京
大
学
国
語
研
究
室
蔵
言
語
取
調
所
本

19 

167 

約
お
叩
×
約
四
側
、

O
上
総
舎
蔵
鏡
之
舎
本

第
五
冊
を
欠
く
た
め
奥
付
が
無
い
。
ま
た
明
治
二
年
見
返
も
つ
け
ら
れ
て
い
な
い
が
、
第
三
冊
の
原
題
第
が

115-

原
表
紙
、
原
題
接
、
厚
さ
但
鵬

大
野
木
の
も
の
な
の
で
、
仮
に
こ
こ
に
入
れ
て
お
く
。
約

m
m×
約

m
m、
原
表
紙
、
第
二
冊
手
書
替
題
筆
、
第
三
冊
原
題
接
、
序

凡
例
題
倭
名
紗
目
録
の
順
に
な
っ
て
い
る
、

。
明
治
大
野
木
版
所
在

宮
城
教
育
大
学
、

O
明
治
版
所
在
、
秋
田
屋
・
大
野
木
の
い
ず
れ
か
未
詳

岡
山
大
学
池
田
文
庫
、
国
会
図
書
館
、
浜
松
市
立
図
書
館
、
久
留
米
市
民
文
庫
、

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
爽
抄
の
板
本
に
つ
い
て

。
板
本
所
在
、
大
字
本
・
小
字
本
の
別
は
未
詳

静
嘉
堂
文
庫
松
井
本
二
本
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
東
京
書
籍
館
、
日
本
大
学
、
大
阪
大
学
石
浜
文
庫
、
早
稲

田
大
学
会
津
文
庫
、
東
海
大
学
青
山
文
庫
、
関
西
大
学
増
田
文
庫
、
関
西
大
学
泊
園
文
庫
、
神
宮
文
庫
四
本
、
九
州
大
学
麻
生
文
庫

二
本
、
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
、
大
英
博
物
館
二
本
、
久
留
米
市
立
図
書
館
、
岩
崎
文
庫
、
熱
田
神
宮
宝
物
館
熱
田
文
庫
菊

田
家
寄
託
図
書
、
半
田
市
立
図
書
館
、
第
四
高
等
中
学
、
彰
考
館
五
本
(
焼
亡
)
、

以
上
一
八
種
二
二
類
に
分
け
た
が
、
各
類
の
違
い
を
要
約
す
れ
ば
次
ぺ

l
ジ
の
よ
う
に
な
る
。
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慶
安
版
、
寛
文
村
上
版
の
刷
り
の
先
後
や
寛
文
渋
川
版
の
補
修
の
有
無
は
外
装
だ
け
か
ら
は
識
別
で
き
な
い
。
ま
た
、
小
学
渋
川
版
の

刷
り
の
先
後
は
題
簸
の
違
い
に
対
応
す
る
よ
う
で
あ
る
が
、
原
題
護
で
な
け
れ
ば
こ
れ
も
識
別
で
き
な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
外
の
類
別
は

外
装
的
記
述
だ
け
で
十
分
で
あ
る
。
目
録
等
で
簡
潔
に
示
す
に
は
、

元
和
三
序
、
慶
安
元
、

元
和
三
序
、
寛
文
七
、
村
上
勘
兵
衛

元
和
三
序
、
寛
文
十
一
、
積
徳
堂

元
和
三
序
、
渋
川
清
右
衛
門

元
和
三
序
、
渋
川
清
右
衛
門
、
奥
付
弘
簡
堂

元
和
三
序
、
渋
川
清
右
衛
門
、
見
返
嘉
永
四
、
奥
付
山
田
茂
助



大
字
本

1 

慶
安
版

2 

万
治
版

3 

寛
文
村
上
版

4 

寛
文
渋
川
版

7 

銭
屋
版

5 

秋
田
屋
発
免
版

6 

秋
田
屋
発
行
版

北
大
文
学
部
紀
要

冊

年
記

10 

慶
安
元

10 

万
治
二
・
中
村

10 

寛
文
七
・
村
上

5 

寛
文
七
・
渋
川

寛
文
七
・
渋
川

5 

寛
文
七
・
渋
川

5 

寛
文
七
・
渋
川

奥
付

京
都
・
銭
屋

秋
田
屋
発
免

秋
田
屋
発
行

題
主主

慶
安

慶
安

慶
安

渋
}I[ 

渋
川

渋
川

小
字
本

8 

寛
文
積
徳
堂
版

9 

貞
享
村
上
版

日

a
渋
川
版
・
先
別

日
b
渋
川
版
・
後
刷

11 

弘
簡
堂
版

12 

升
屋
版

13 

嘉
永
版

14 

銭
屋
版

15 

裟
々
木
版

16 

秋
田
屋
発
行
版

17 

明
治
秋
田
屋
版

18 

明
治
大
野
木
版

冊

年
記

10 

寛
文
日
・
積
徳
堂

10 

貞
享
5
・
村
上

5 5 

-
淀
川

5 5 

-
淀
川

5 

-
淀
川

5 5 

-
瀧
川

5 5 5 

-
淀
川

奥
付

溢
}I[ 

櫨
川

弘
簡
堂

升
屋
勘
兵
衛

山
田
茂
助

淀
川

皇
都
・
銭
屋

裟
々
岐
惣
四
郎

溢
}I[ 

秋
田
屋
発
行

淀
川

秋
田
屋
発
行

大
野
木

見
返

草
加
、
氷

4

明
治
2

明
治
2

題
主査

積
徳
堂

積
徳
堂

慶
安

渋
}I[ 

渋
}I[ 

渋
}I[ 

渋
}I[ 

渋
}I[ 

裟
々
岐

渋
}I[ 

渋
}I[ 

大
野
木
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倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

元
和
三
序
、
渋
川
清
右
衛
門
、
見
返
明
治
二
、
奥
付
大
野
木
市
兵
衛

の
よ
う
に
記
述
す
る
方
が
、
っ
刊
」
「
印
L

「
修
」
の
別
を
記
す
に
意
を
用
い
過
ぎ
て
年
記
や
書
瞳
名
を
記
さ
ず

慶
安
版
の
再
印
、

寛
文
七
年
印
、

寛
文
十
一
年
版
の
重
印

な
ど
と
記
述
す
る
よ
り
は
確
実
で
あ
る
。

刷
り
の
先
後
の
度
合
い
は
、
大
字
本
は
、
-
慶
安
版
先
刷
、

H
慶
安
版
後
刷
・
万
治
村
上
版
、
田
寛
文
村
上
版
先
刷
、

N
寛
文
村
上
版

後
刷
、
V
寛
文
渋
川
版
、

mm
秋
田
屋
版
の
六
段
階
く
ら
い
に
分
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
小
字
本
は

I
寛
文
積
徳
堂
版
、

H
貞
享
村
上
版
、
皿

渋
川
版
先
刷
、

w渋
川
版
後
刷
、

V
弘
簡
堂
版
、

wu
升
屋
版
以
後
明
治
版
ま
で
の
六
段
階
く
ら
い
に
分
か
れ
る
。
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江
戸
初
期
、
万
治
二
年
か
ら
の
書
籍
目
録
に
倭
名
類
緊
紗
板
本
の
大
字
本
お
よ
び
小
字
本
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
次
ぺ

l
ジ
以
下

の
表
は
そ
れ
ら
を
年
代
順
に
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る

(
マ
印
は
校
異
に
よ
る
復
元
)
。

す
で
に
万
治
二
年
版
『
書
籍
目
録
』
に
倭
名
類
緊
紗
の
名
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
字
本
で
あ
る
。
小
字
本
は
延
宝
三
年
版
に
初
め
て
「
新

板
」
と
し
て
現
れ
る
。
刊
記
の
寛
文
十
一
年
(
一
六
七
二
の
四
年
後
で
あ
り
、
書
籍
目
録
へ
の
掲
載
に
は
多
少
の
年
月
の
経
過
を
見
る

必
要
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
元
禄
九
年
版
に
初
め
て
書
躍
名
が
載
り
、
大
字
本
は
村
上
、
小
字
本
は
小
紅
や
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
紅
屋

は
積
徳
堂
の
こ
と
で
あ
る
。
貞
享
五
年
H
元
禄
元
年
(
一
六
八
八
)

か
ら
八
年
を
経
て
い
る
が
、
村
上
へ
の
変
更
は
ま
だ
記
さ
れ
て
お
ら

ず
、
元
禄
十
一
年
版
以
後
に
な
っ
て
よ
う
や
く
「
小
紅
や
」
の
文
字
が
消
え
る
。



マ
万
治
2

寛
文
6

寛
文
叩

寛
文
日

マ
延
宝
元

マ
延
宝
2

延
宝
3

ご
六
五
九
)

(
一
六
六
六
)
頃

ご
六
七

O
)

(
一
六
七
こ

(
一
六
七
三
)
頃

(
一
六
七
四
)

(
一
六
七
五
)

II 
天
和
元
(
一
六
八
二

マ
天
和
3

マ
貞
享
2

元
禄
5

(
一
六
八
三
)

(
一
六
八
五
)

(
一
六
九
二
)

北
大
文
学
部
紀
要

『
新
板
書
籍
目
録
』

『
和
漢
書
籍
目
録
』

『
増
補
書
籍
目
録
』

『
増
補
書
籍
目
録
』

『
増
補
書
籍
目
録
』

『
増
続
書
籍
目
録
』

『
古
今
書
籍
題
林
』

(
万
治
二
年
写
)

(
寛
文
無
刊
記
)

(
延
宝
初
無
刊
記
)

(
延
宝
二
年
刊
)

(
延
宝
三
年
刊
)

『
新
増
書
籍
目
録
』
(
延
宝
三
年
刊
)

『
書
籍
目
録
大
全
』
(
天
和
元
年
刊
)

『
新
増
書
籍
目
録
』
(
天
和
三
年
刊
)

『
改
正
広
益
書
籍
目
録
』
(
貞
享
二
年
刊

『
広
益
書
籍
目
録
』
(
元
禄
五
年
刊
)

倭
名
類
緊
紗

十
冊
和
名
類
取
水
紗

順
和
名
十
冊

十

順

和

名

十

順

和

名

十

順

和

名

十

、

順

和

名

源

順

作

類
分
テ
事
物
ノ
和
名
ヲ
記
シ
註
解
ヲ
下
ス

新

板

古

板
L

十

和

名

類

緊

源

順

十

同

新

板

十

和

名

類

緊

源

順

拾

五

匁

十

同

新

板

拾

匁

十

和

名

類

衆

源

順

十

同

新

板

十

順

和

名

源

順

作

類
分
テ
事
物
ノ
和
名
ヲ
記
シ
註
解
ヲ
下
ス

新

板

古

板

十

順

和

名

類
分
テ
事
物
ノ
和
名
ヲ
記
シ
註
解
ヲ
下
ス

新

板

古

板



倭
名
類
障
問
抄
の
板
本
に
つ
い
て

元
禄
9
(
一
六
九
六
)

マ
元
禄
叩
(
一
六
九
七
)
噴

マ
元
禄
日
(
一
六
九
八
)

元
禄
ロ
(
一
六
九
九

マ
宝
永
3

(
一
七

O
六
)

宝
永
6

(
一
七

O
九
)

正
徳
5
(
一
七
一
五
)

マ
享
保
7
(
一
七
二
二
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
元
禄
九
年
刊
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
元
禄
九
年
刊
後
修
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
元
禄
日
年
修
)

『
新
板
増
補
書
籍
目
録
』
(
元
禄
十
二
年
刊
)

守
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
宝
永
3
増
修
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
宝
永
6
増
修
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
正
徳
5
年
修
)

『
増
益
書
籍
目
録
大
全
』
(
享
保
7
年
修
)

十十十十十十十十 十 十 十

村

上

和

名

類

緊

九

匁

小

紅

や

同

細

字

六

匁

小

紅

や

順

和

名

六

匁

村

上

同

大

字

村

上

和

名

類

衆

九

匁

小
紅
や
同
細
字
六
匁

小
紅
や
順
和
名
六
匁

村

上

同

大

字

村
上
和
名
類
緊
十
五
匁

同
細
字
十
五
匁

順
和
名
源
順

新

板

古

板

類
ヲ
分
事
物
ノ
和
名
ヲ
記
シ
註
ス

村
上
和
名
類
衆
十
五
匁

向
細
字
十
匁

村
上
和
名
類
緊
十
五
匁

同
細
字
十
匁

村
上
和
名
類
緊
廿
五
匁

同
細
字
十
五
匁

村
上
和
名
類
衆

同
細
字
十
五
匁
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(
「
わ
部
」
)

(
「
し
部
L
)

(
「
し
部
」
)

十十十十十十十十

廿
五
匁



こ
の
小
紅
屋
は
元
禄
九
年
版
『
書
籍
目
録
』
で
は
五
五
点
の
本
(
重
複
掲
載
が
三
点
ほ
ど
あ
る
)
の
版
元
と
し
て
挙
が
っ
て
い
る

古
夏
生
氏
「
書
籍
編
纂
童
盲
目
板
元
名
寄
」
参
照
)
。
た
だ
し
「
小
紅
や
L

が
四
二
点
、
「
小
紅
や
久
し
が
八
点
、
「
小
紅
や
八
し
が
三
点
、
「
小

紅
や
八
郎
」
が
二
点
、
と
な
っ
て
い
る
。
「
小
紅
や
八
郎
」
と
「
小
紅
や
久
L

の
い
ず
れ
が
積
徳
堂
で
あ
る
か
、
不
明
で
あ
る
。
一
方
、
矢

島
玄
亮
氏
の
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』
『
同
続
編
』
に
は
積
徳
堂
刊
と
し
て
倭
名
類
衆
紗
(
寛
文
十
一
年
)
の
ほ
か
に
史
記
評
林 市

(
寛
文
十
三
年
)
・
円
機
活
法
韻
学
(
延
宝
元
年
・
『
新
刻
重
校
増
補
円
機
活
法
詩
韻
全
書
』
は
後
の
重
版
で
あ
ろ
う
)

の
二
書
が
挙
げ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
書
は
『
元
禄
太
平
記
』
巻
一
の
二
に

な

か

ま

し

ゅ

じ

う

を

〉

ふ

か

つ

て

み

な

も

と

大
阪
の
み
に
か
ぎ
ら
す
。
京
都
の
本
屋
中
聞
に
も
。
す
ぐ
れ
て
見
に
く
き
衆
中
多
し
。
つ
く
〉
〉
本
屋
の
不
勝
手
な
る
。
そ
の
源
を

た

う

ほ

ん

わ

ほ

ん

ご

ろ

し

さ

く

わ

っ

ほ

う

か
ん
が
ふ
る
に
。
を
〉
く
は
唐
本
を
和
板
に
す
る
よ
り
は
じ
ま
れ
り
。
中
比
史
記
。
活
法
の
あ
ら
そ
ひ
に
て
。
七
屋
は
お
と
ろ
へ
。

こ
ぺ
に

小
紅
は
す
た
り
ぬ
。
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と
し
て
知
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
七
屋
は
八
尾
甚
四
郎
の
躍
暖
表
現
で
、

八
尾
と
小
紅
が
寛
文
十
二
年

i
十
三
年
に
両
書
を
相
次
い
で
出

し
て
紛
擾
に
及
び
、
衰
退
乃
至
廃
業
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
史
記
評
林
は
後
々
ま
で
八
尾
板
と
紅
屋
板
の
両
板
株
が
別
々
に
引
き
継

が
れ
て
重
刻
さ
れ
、
紛
擾
の
も
と
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
小
紅
屋
か
ら
出
た
倭
名
類
緊
紗
の
小
字
本
も
史
記
評
林
と
同
様
の
紛
擾
の
種
を

苧
ん
で
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
貞
享
五
年
(
一
六
八
八
)
に
小
字
本
の
板
木
は
大
字
本
の
版
元
の
村
上
勘
兵
衛
(
平

楽
寺
)

に
引
き
取
ら
れ
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
倭
名
類
緊
紗
の
版
権
は
大
字
本
・
小
字
本
と
も
に
大
阪
の
渋
川
清
右
衛
門
(
柏
原
屋
)

に
移
る
の
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
い
つ

北
大
文
学
部
紀
要



倭
名
類
緊
抄
の
板
本
に
つ
い
て

の
こ
と
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
上
一
記
の
書
籍
目
録
で
は
享
保
七
年
(
一
七
二
二
)
版
で
も
「
村
上
」
と
な
っ
て
お
り
、
移
転
は
こ
れ

以
後
と
言
え
な
く
も
な
い
が
、
目
録
へ
の
掲
載
の
遅
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
享
保
七
年
以
前
を
否
定
し
得
る
も
の
で
も
な
い
。
京
都
書
林
仲

間
の
『
済
帳
』
に
「
順
和
名
壱
部
摺
被
為
仰
付
候
享
保
八
年
四
月
」
と
あ
り
、
こ
れ
が
あ
る
い
は
渋
川
へ
の
移
転
と
関
係
あ
る
か
と
も
考

え
ら
れ
る
が
、
確
証
は
な
い
。
た
だ
し
、
渋
川
版
に
実
際
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
識
語
の
最
古
例
が
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
で
あ
る
の
で
、

移
転
は
こ
れ
以
前
で
は
あ
る
。

以
後
、
寛
政
二
年
(
一
七
九

O
)
の
大
坂
の
『
板
木
総
目
録
株
帳
』
に

倭
名
類
緊
抄

十

柏
清
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同

大
字

十

柏
清

文
化
九
年
(
一
八
二
一
)
改
正
の
大
坂
『
板
木
総
目
録
株
帳
』
に

倭
名
類
取
水
抄

十

柏
清

「
松
宅

支支

秋秋
市市

同

大
字

十

柏
清

「
松
宅

同

残
篇

柏
清

と
あ
っ
て
渋
川
が
板
株
を
保
持
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
出
来
る
。
し
か
し
文
化
九
年
の
株
帳
に
は
「
柏
清
L

の
下
に
「
松
宅

秋
市
」
と



追
記
さ
れ
単
廓
小
印
「
新
正
」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
板
株
が
渋
川
か
ら
秋
田
屋
市
兵
衛
(
大
野
木
)
に
移
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の

で
あ
る
。
そ
の
時
期
が
い
つ
ご
ろ
か
は
、
「
新
正
」
の
印
に
よ
っ
て
あ
る
程
度
推
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
株
帳
で
こ
の
つ
新
正
し
の

角
印
を
押
す
書
を
『
買
板
印
形
船
』
『
板
木
目
艇
』
『
出
動
向
附
L

で
照
合
す
る
と
、
早
い
年
代
の
も
の
と
し
て
は
、

漸
西
六
家
詩
抄

買
板
印
形
帳

古
文
転
刑

板
木
目
録

備
中
国
巡
覧
大
絵
図

板
木
目
録

学

片
仮
名
附
注
本

板
木
目
録

月
瀬
/
尾
山

梅
渓
真
景
之
図

買
板
印
形
帳

和
荘
兵
衛
続
篇

出
勤
帳

の
よ
う
に
な
り
、
も
っ
と
も
年
代
の
下
が
る
も
の
と
し
て
は
、

道
春
点
四
書

蒙
求
国
字
解

木
村
版

買
板
印
形
帳

買
板
印
形
帳

同

図
絵

買
板
印
形
帳

同

理
諺
抄

買
板
印
形
帳

枯
尾
花

買
板
印
形
帳

新
百
員

買
板
印
形
帳

の
知
く
に
な
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
角
印
は
嘉
永
六
年
(
一
八
五
三
)
十
一
月
か
ら
安
政
五
年
二
八
五
八
)
正
月
ま
で
の
聞
に
出
版
許
可

安
政
五
年
正
月
買
取

北
大
文
学
部
紀
要

嘉
永
六
年
十
一
月
買
取

嘉
永
六
年
十
一
月
免
許

嘉
永
六
年
十
一
月
免
許

嘉
永
六
年
十
二
月
免
許

嘉
永
七
年
正
月
買
取

嘉
永
七
年
正
月
十
一
日
出
来
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安
政
四
年
十
二
月
買
取

安
政
四
年
十
二
月
買
取

安
政
四
年
十
二
月
買
取

安
政
四
年
十
二
月
買
取

安
政
五
年
正
月
買
取



倭
名
類
衆
抄
の
板
本
に
つ
い
て

か
板
株
移
動
の
あ
っ
た
書
の
項
に
押
さ
れ
て
お
り
、
柏
清
(
柏
原
屋
清
右
衛
門
・
渋
川
)
か
ら
秋
市
(
秋
田
屋
市
兵
衛
・
大
野
木
)

版
木
の
移
動
も
こ
の
時
期
か
ら
隔
た
ら
な
い
も
の
と
推
量
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
宝
文
堂
(
秋
田
屋
)
の
関
わ
っ
て
い
る
嘉
永
四
年

J¥ 

の

版
は
ま
さ
し
く
こ
の
板
株
買
取
を
機
に
補
修
重
印
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
嘉
永
版
は
大
阪
の
宝
文
堂
と
京
都
の
弘
簡
堂
(
升

屋
勘
兵
衛
・
須
磨
)
・
竹
菅
楼
(
銭
屋
惣
四
郎
・
佐
々
木
)
の
合
梓
で
あ
り
、
京
都
の
書
躍
が
各
自
に
奥
付
を
付
け
て
販
売
し
た
の
が
弘
簡

堂
版
・
升
屋
版
・
銭
屋
版
・
裟
々
木
版
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
小
字
本
補
修
版
に
書
き
込
ま
れ
て
い
る
最
古
例
の
識
語
が
安
政
二
年

(
一
八
五
五
)
で
あ
討
こ
と
も
、
こ
の
推
量
と
整
合
す
る
。
た
だ
、
嘉
永
版
(
嘉
永
辛
亥
年
の
見
返
し
の
あ
る
も
の
)
の
奥
付
が
合
梓
と
は

関
わ
り
の
な
い
京
都
の
山
田
茂
助
(
聖
華
房
)

と
な
っ
て
い
る
事
情
は
未
詳
で
あ
る
。
山
田
は
升
屋
・
銭
屋
と
は
別
に
秋
田
屋
分
の
印
本

江
戸
で
の
販
売
は
秋
田
匡
と
の
提
携
に
よ
っ
た
こ
と
が
、
秋
田
屋
発
免
の
奥
付
に
よ
っ
て
知
れ
る
が
、

さ
ら
に
秋
田
屋
発
行
の
奥
付
に
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を
扱
う
京
都
の
販
売
屈
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

よ
っ
て
全
国
各
地
の
提
携
屈
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
で
は
京
都
の
書
躍
は
、
堺
屋
仁
兵
衛
と
な
っ
て
お
り
、
升
屋
・
銭
屋
・
山
田

の
い
ず
れ
の
名
も
見
え
な
い
。

秋
田
匡
は
明
治
二
年
(
一
八
六
九
)

に
見
返
し
を
新
た
に
印
刷
し
、

は
じ
め
は
奥
付
に
も
と
の
ま
ま
秋
田
屋
発
行
の
も
の
を
付
し
て
い

る
が
、

の
ち
に
大
野
木
市
兵
衛
の
奥
付
に
代
え
ら
れ
る
。
こ
の
奥
付
に
は
大
野
木
の
住
所
が
大
小
区
で
示
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
制
度
の
行

わ
れ
て
い
た
明
治
五
年
(
一
六
七
二
)

か
ら
十
一
年
(
一
八
七
八
)
こ
ろ
ま
で
の
販
売
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

注

1 

宮
津
俊
雅
「
倭
名
類
聴
衆
抄
の
尾
張
本
に
つ
い
て
」
(
『
山
口
明
穂
教
授
還
暦
記
念
国
語
学
論
集
』
一
九
九
六
年
6
月
、
東
京
、
明
治
書
院
)
。



狩
谷
望
之
『
護
注
倭
名
類
緊
抄
』
(
一
八
二
七
年
序
、
一
八
八
三
一
年
4
月
、
印
刷
局
)

0

(

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国
文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
爽

抄
本
文
編
』
(
一
九
五
八
年
7
月
、
臨
川
書
庖
)
に
よ
る
。
)

『
国
書
総
目
録
第
八
巻
』
一
九
七
二
年
2
月
、
東
京
、
岩
波
書
店
。

中
田
祝
夫
「
和
名
抄
関
係
事
項
略
年
表
(
稿
)

L

(

『
倭
名
類
爽
抄
元
和
三
年
古
活
字
版
二
十
巻
本
』
一
九
七
八
年
3
月
、
東
京
、
勉
誠
社
)
。

高
梨
信
博
「
核
斎
書
入
倭
名
類
衆
紗
解
題
L

(

司
被
斎
室
田
入
倭
名
類
衆
妙
一
一
』
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
叢
書
国
書
篇
第
2
巻
、
一
九
八
七
年
ロ
月
、
東
京
、

早
稲
田
大
学
出
版
部
)
。

不
破
浩
子
『
護
注
倭
名
類
衆
抄
の
研
究
巻
一
ー
ー
序
』
一
九
八
九
年
一
月
、
奈
良
女
子
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
科
遠
藤
研
究
室
、
孔
版
。

国
文
学
研
究
資
料
館
編
『
古
典
籍
総
合
目
録
第
二
巻
』
一
九
九

O
年
3
月
、
東
京
、
岩
波
書
底
。

前
掲
注
6
。

慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
編
『
江
戸
時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
』
一
九
六
二
年
ロ
月
、
一
九
六
三
年
6
月

-m月。

市
古
夏
生
「
書
林
編
纂
書
目
板
元
名
寄
(
三
)
」
白
百
合
女
子
大
学
研
究
紀
要
口
一
九
八
一
年
ロ
月
。

矢
島
玄
亮
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』
一
九
七
五
年
ロ
月
。

矢
島
玄
亮
『
徳
川
時
代
出
版
者
出
版
物
集
覧
続
編
』
一
九
七
六
年
ロ
月
。

東
洋
文
庫
・
(
日
本
古
典
文
学
会
)
『
岩
崎
文
庫
貴
重
本
叢
刊
第
三
巻
浮
世
草
子
I
』
一
九
七
二
年
7
月。

京
都
書
林
仲
間
の
『
上
組
済
帳
』
の
宝
暦
四
年
・
寛
政
三
年
及
び
大
坂
本
屋
仲
間
の
『
裁
配
帳
』
寛
政
元
年
九
月
、
寛
政
四
年
正
月
。

宗
政
五
十
緒
・
浅
倉
治
彦
『
京
都
書
林
仲
間
記
録
5
』
一
九
七
七
年
ロ
月
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
九
巻
裁
配
帳
』
一
九
八
二
年
3
月。

前
掲
書
(
注
は
)
。

小
字
渋
川
版
本
居
室
長
記
念
館
本
の
安
永
二
年
(
一
七
七
三
)
本
居
宣
長
識
語
を
宣
長
自
筆
と
見
る
。
小
字
渋
川
版
白
百
合
女
子
大
学
蔵
本
の
安
永
二
年
(
一

七
七
三
)
本
居
宣
長
識
語
は
右
の
転
写
識
語
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
小
字
渋
川
版
東
京
大
学
国
語
研
究
室
黒
川
文
庫
契
沖
本
の
安
永
四
年
こ
七

七
五
)
中
臣
某
識
語
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録

2 3 4 5 6 7 8 14 13 12 11 10 9 16 15 17 

北
大
文
学
部
紀
要

第
十
二
巻
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板
木
総
目
録
株
帳
一
』
一
九
八
八
年
3
月、

3
ペ
ー
ジ
。



倭
名
類
緊
抄
の
板
本
に
つ
い
て

21 20 19 18 

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
十
三
巻
板
木
総
目
録
株
帳
一
一
』
一
九
八
七
年
3
月、

7
ペ
ー
ジ
。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
十
一
巻
諸
記
録
集
(
続
)
』
一
九
八
六
年
3
月。

大
阪
府
立
中
之
島
図
書
館
編
『
大
坂
本
屋
仲
間
記
録
第
五
巻
出
勤
長
五
』
一
九
八

O
年
2
月。

弘
簡
堂
版
九
州
大
学
中
尾
本
の
安
政
二
年
二
八
五
五
)
穂
積
泰
彦
識
語
。
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